






















































































































































































































































































































るかも」と都を見たい、忘れられないと心中を吐露する④は、①や③の「盛り」を受けたも であり、栄華を誇都と、鄙の地にいて、衰えていくばかり 自身が対比される。大伴旅人個人の想いではなく宴席の出席者 想い 共有したものと思われる。これら大宰府官人は、眼前の筑紫のものではなく 「見 」 と 対象 「都」にあり、故郷や家を思う、旅の歌 様式を有する。大宰府という任地において 都や家から離れた旅路であり、表出される思いの先は都にあるのである。　
他の巻においても、筑紫大宰府に赴任した官人たちは、




































































































三三六、 三三七番歌には、人名に官職名の記載が無く、また題詞が 「 〔人名〕 の歌」 とあるのに対し、 「綿を詠める」 「宴を罷る歌」と記載様式が異なるこ や、さらには③に 藤波の花」が詠まれる初夏において 「綿」を取り上げ、 「暖かさ」 讃えるのは季節に合わな し ①から⑧と別の場であると指摘する。　
しかし、そもそも①の題詞において詳細な宴の場に関す































































































いわば旅の歌の型において表現される一つの様式であった。それに連なる 該歌は、 「筑紫の綿」が暖かそう みえると、その視座は、筑紫に置かれる。『万葉集』巻三が、ある主題を基準として編集されていることは、 夙に知られ い ことである。たとえば『
一四
全注』


























































































九州各地から奈良の都に「綿」が貢進されている実態がわかる。 木簡に記載される 「百屯」 は、 約二十二 ・ 五㎏に相当し、郡ごとにまとめて綿の包みに木簡が付けられていた 考えられてい また木簡に使用される材がいずれも広葉樹であり、切り込みの形状が同じであることから、
一八
酒井芳




















































































「見れば～思われる」のように、 「見る」ことによって導き出される思いがあるなか、 る ことの主体性の欠如は、そのような連動が起こらない状態にある。 それはすなわち、都を想い歌う大伴旅人たち大宰府官人の視座そのものだと思われる。ただし、 「いまだは着ねど」や満誓自身も「見ゆ」と表現するよ に、沙弥満誓もまた旅 たち同様 都人として遠い鄙 地にて都への視座は共有してい とも言える。　
大宰府において身近な 「筑紫綿」 を詠じる沙弥満誓は、 「都
































































































































































































































 佐竹昭広他校注（二〇一三） 『万葉集（一） 』 （岩波文庫）岩
波書店
一四
　
 西宮一民『萬葉集全
　
巻第三』有斐閣、一九八四年
一五
　
 伊藤
　
益（二〇〇〇） 「沙弥満誓の歌」 『セミナー万葉の歌人
と作品
　
第四巻』和泉書院
一六
　
 当時の「綿」は、生糸を取ったあとにできる「真綿」 （絹綿）
をさす。
一七
　
 木簡は奈良文化財研究所の「木簡庫」 （
http://m
okkanko.
nabunken.go.jp/ja/　
二〇一九年三月二〇日検索）を利用した。
一八
　
 九州歴史資料館（二〇一八） 『大宰府史跡発掘
50年記念特別
展
　
大宰府への道―古代都市と交通―』九州歴史資料館
一九
　
 それを裏付ける大宰府政庁跡出土の木簡等は、未だ例を見な
いが、綿の集積地であったこ を想起させるものとして大宰府跡出土木簡に「綿鎖」と記された木簡がある。
二〇
　
阿蘇瑞枝（二〇〇六） 『萬葉集全歌講義』笠間書院
二一
　
伊藤
　
益（一九九九） 「逸脱の文芸―憶良罷宴歌の論」 『倫理学』
第十六号
（すずき
　
たかし）
